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	応用
	抗原情報
	背景
	CBLN3などのプレセレベリンファミリーのメンバーは、セレベリンモチーフ（CBLN1を参照; MIM 600432）と、非定型コラーゲン複合体の三量体形成を媒介するC末端C1qシグネチャードメイン（MIM 120550を参照）を含む。しかし、プレセレベリンはコラーゲンモチーフを含まないため、細胞外マトリックスの従来の構成要素ではないことが示唆されている（Pang et al., 2000 [PubMed 10964938]）。[OMIM提供、2009年8月],機能：中枢神経系のシナプス機能に関与している可能性がある。,類似性：1つのC1qドメインを含む。,細胞内局在：分泌はおそらくCBLN1またはおそらくCBLN4との結合に依存し、CBLN2には依存しない。,サブユニット：ヘテロヘキサマー；ジスルフィド結合ヘテロ三量体。ホモオリゴマー化はしないが、少なくともCBLN1と複合体を形成すると考えられる。CBLN2およびCBLN4と相互作用する可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CBLN3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。

